
2018 年度 日本老年看護学会 生涯学習支援研修 実践編（災害看護） 報告 

 

開催日時 2019 年 2 月 23 日（土）13：30 ～ 16：45 

会  場 コラッセふくしま 401 会議室（福島県福島市） 

参加者数 20 名 （会員13 名、非会員 7 名） 

主  催 災害支援検討委員会、生涯学習支援委員会 

テーマ  災害時の避難所における認知症高齢者のケア 

講義 大規模自然災害時の高齢者ケア、災害時の認知症ケアの基本：コミュニケーション 

演習 ロールプレイから学ぶ「避難所での認知症高齢者と家族への対応」 

 
アンケート結果・感想等 （有効回答数 19） 

１．参加者の概要 

１）入会状況 会員 11（57.9%） 非会員 8（42.1%）  

２）勤務先 一般病院 11（61.1%） 介護施設 1（5.6%） 教育機関 6（33.3％） 

３）経験年数 3~5 年 1（5.3%） 5~10 年 3（16.7%） 10年以上 14（77.8%） 

４）研修会を知ったきっかけ（複数回答） 

  学会HP（10） 学会からのメール（4） 上司の紹介（2） 同僚の紹介（2） 

その他（1）：認知症ケア学会HP 

５）開催時期 良い 19（100％） 

６）開催場所 良い 18（94.7%） 悪い 1（5.3％）：関東での研修を希望 

７）開催時間 良い 19（100%） 

８）受講動機（複数回答） 

テーマに関心があった（15） 知識技術を身に付けたかった（10） 会場がアクセスしやすかった（1） 

上司のすすめ（1） 知人のすすめ（1） 参加費がやすかった（1）実践的な内容を学びたかった（1）  

その他（1）：災害支援ナース育成研修の担当になっているため役立てたかった 

 
２．研修会について 

１）本日のテーマについて 

  非常に興味がある 13（81.3％）まあ興味がある 3（18.8%）  

２）研修は期待どおりであったか 

  期待どおり 13（81.3％） まあ期待どおり 3（18.8%） 

３）老年看護における生涯学習支援について 

  非常に必要 15（93.8％） まあ必要 1（6.3％） 

４）今後の老年看護学会主催研修会への参加について 

  とても参加したい 11（68.8％） まあ参加したい 5（31.3％） 

 
３．その他 

・ロールプレイを行うことでいろいろ考えることができて良かった 

・災害看護支援の経験者の話が聞けたので、ロールプレイに加えて学びが深まった 

・災害時には弱者の支援が必要になるので学びを活かせるようにしていきたい 
 
 

「災害は忘れないうちにやってくる」をモットーに、避難所における認知症高齢者のケアについて、講義だけ
でなく、グループワークやロールプレイなどの演習を取り入れて、より実践的で参加者同士で学び合うことがで
きる研修会を実施してきました。このシリーズは今回で終了しますが、次年度に向けて、災害時の高齢者への支
援活動の際に活用できる知識と技術を習得できるような実践編を企画していきたいと考えています。 

災害支援検討委員会・生涯学習支援委員会 


